








要約:27 例の抗 HTLV-1 抗体陽性妊婦(キャリア妊婦)の末梢血リンパ球(PBL)と母乳中リン

パ球(BML)を分離,短期培養(12 日間)し,HTLV-1 抗原の発現率を比較検討した。その結果,

抗原発現率において PBL,BML ともに 1%以下と低率を示す群(20 例)と 5%以上の高率を示す

群(7 例)に分かれ,母乳中リンパ球の感染細胞の感染性についての個体差が HTLV-1 の児へ

の感染性に関与している可能性が示唆された。


